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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は、器官分化の生理化学的研究に好個の材料となり得るトレニアとニンジンを用い，前者

における不定芽と不定根の分化（第1部），後者における不定胚分化（第2．3部）に対する櫃物ホ

ルモンと窒素源化合物の効果を詳細に研究し、さらにアミノ酸による不定胚分化の促進時における

細胞内アミノ酸およびタンパク質を分析して，促進効果の解析に歩を進めた（第4部）ものである。

　第ユ部では，トレニ不の茎の節間部切断片の培養に対して。天然および合成サイトカイニン。天

然および合成才一キシンを単独あるいは組合わせて与え，不定芽および不定根の分化率と分化生長

度を求めることにより。サイトカイニンが不定芽の，オーキシンが不定根の分化を規制し，かっ，

才一キシンはサイトカイニンの作用を抑制する一方、不定芽の生長を促進するものであること、ま

た，これらの器官分化は還元型窒素の供給なしに誘起されるが，不定芽分化はAsn，A1a，Glひによっ

て。不定根分化はGIu，Asp，Ala，G1n，P．oによって促進され，Leむ，His，Met，Va1はカルスの

増殖と不定器官分化の双方を阻害することから、アミノ酸代謝の重要陸と同時に今後の解析に対す

る重要な指針を提供している。

　第2部では，ニンジン芽生えの下胚軸切断片の培養に対する天然および合成才一キシンの不定胚

分化誘導活性，殊に種々のフェノキシ酢酸誘導体のそれについて詳細に研究しヨまた誘導カルスの

懸濁培養を併用してオーキシンによる不定胚分化の誘導期と誘導物質除去後の分化期とを区別し。
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ジベレリン。アブシジン酸。抗ジベレリン剤。サイトカイニン等による不定胚分化阻害，抗オーキ

シン剤やセルロース合成阻害剤による分化促進等の事実を見出し里ニンジンの不定胚分化誘導物質

としてのオーキシンの構造と活性は既知の伸長促進におけるものと異なること、また不定月王分化に

おいては特定の内生ホルモン，おそらくは才一キシンのレベルや第2次細胞壁の代謝などが重要で

あることを明らかにしている。

　第3．4部では，不定胚分化能をもつニンジンカルスの誘導期は硝酸態窒素のみで充足されるの

に対し，分化期は還元型窒素ヲ殊にA1a，G1n，G1u，Asp，Asn等のアミノ酸の共存で顕著に促進さ

れ，His，Leu，Met等で逆に阻害されること，単独窒素源とした場合。G1nは低濃度でも促進，A1a，

G1。は高濃度でのみ促進，Asn等は無効であり、また，β一アラニンは’酸化型窒素と共存しても阻

害的であること等を明らかにし，さらに，添加したアミノ酸種と内生．アミノ酸および生成タンパク

質量と組成等を検討し。不定胚分化時に活溌なタンパク質合成はあるが、その組成は分化と無関係

に一定であり，遊離アミノ酸プールも質的に変らないことを示している。これらの結果から，ニン

ジンの不定胚分化はオーキシンによって調節される誘導期と活凝なアミノ酸代謝を伴うタンパク質

合成が進行する分化期からなる過程であり、添加アミノ酸は後段の窒素代謝における回転窒素源と

して効を果すものと推定している。

審　　査　　の　　要　　旨

　檀物の生活環における生長と分化は物理的環境要因によって著しく支配される。それは外的要因

を反映した内的要因の作用と遺伝情報との相互作用の成立を意味し里この協関における主役は植物

ホルモンであると考えられる。正常な個体発生における定1不定器官の分化機構の解明は，試験管

内の不定器官形成の制御に関する研究によって進展されるに違いない。

　不定器官分化の誘導条件として，櫃物ホルモンの質的。量的変化や窒素源の形態等，区々の報告

はあるが，確定的な結果は得られていない。従って，誘導物質に明確な応答を示す実験系の確立と

効果の系統的な研究は，生理化学的解析の前提として強く望まれるところである。

　本論文において著者が得た成果，殊に特定の調節物質による特定の不定器官分化が高率で誘起さ

れる系を確立し。さらに不定月不分化について誘導期と分化期を分別制御し得る可能性まで明らかに

したことは、今後の生理化学的解析に極めて重要な礎石を築いたものであり、高等檀物における発

生制御の研究の進歩に寄与するものとして高く評価される。

　よって、著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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